
■ 開催日：２０１６年７月２２日（金） 於 ８号館 共用会議室Ｃ（５２０）
２０１５年８月１８日（火） 於 ８号館 共用会議室Ｃ（５２０）

■ 目的 ：課題運営上の工夫点、問題意識などをＰＤ間で共有。
（マネジメントのベストプラクティスの共有）。

■ プログラム概要：
☑ 各ＰＤからの発表および質疑応答

（課題運営上の工夫点、問題意識等について）
☑ ＳＩＰの運営上の課題についての議論

（情報共有、進捗管理、事業促進、共同取組等について討議
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ﾊﾟﾜｴﾚ ｴﾈｷｬﾘ構造材料 海洋 自動走行 ｲﾝﾌﾗ燃焼 設計生産ｻｲﾊﾞｰ 農業

ＪＳＴ ＮＥＤＯ ＪＡＭＳＴＥＣ 農研機構

管理職：1名
ｽﾀｯﾌ：2名

管理職：1名
ｽﾀｯﾌ：2名

管理職：1名
ｽﾀｯﾌ：2名

管理職：1名
ｽﾀｯﾌ：2名

管理職：1名
ｽﾀｯﾌ：2名

管理職：1名
ｽﾀｯﾌ：3名

管理職：1名
ｽﾀｯﾌ：1名

管理職：1名
ｽﾀｯﾌ：2名

管理職：1名
ｽﾀｯﾌ：2名

管理職：1名
ｽﾀｯﾌ：3名

管理職：1名
ｽﾀｯﾌ：2名

防災

各研究機関

政策統括官（科学技術・イノベーション担当）

大臣官房審議官（２名）

ＳＩＰ総括
管理職：2
ｽﾀｯﾌ：4

内閣府
事務局経費 4.2億円（H28年度）
事務局要員 延べ 40人

（１）主な役割
・研究テーマの公募 ・契約の締結・資金管理
・課題運営におけるＰＤサポート ・課題の進捗管理
・知財管理・知財委員会の運営 ・広報活動 など

（２）事務局要員と経費（４法人）
・事務局経費 7.9億円（Ｈ28年度）
・事務局員 延べ86人

管理法人



【参考】平成26年度制度評価 主な指摘事項とその後の対応

●ＧＢの役割を明確化し、それに合わせて研究内容について評価、助言できる仕組みを工夫すべき。
→ 各課題の成果についてより専門的な知見からの評価を可能にする、また質疑応答などの時間を確保する
ため、評価をＷＧ形式で実施し、分野の専門家、ユーザー企業からの評価者を招聘。
平成26年度：プレゼン10分、質疑応答 3分、各課題につき議論（5分）、全体討議(10分）
平成27年度：プレゼン15分、質疑応答15分、全体討議30分/各ＷＧ毎
平成28年度：プレゼン20分、質疑応答25分、全体討議30分/各ＷＧ毎（予定）

●ＰＤのサポート体制をさらに充実させるべき
→ 内閣府や管理法人における課題サポート要員の拡充、課題内のサブＰＤ・戦略Ｃの増強、各種ＷＧ
の適宜設置など

●課題間の連携、相乗効果をもたらす仕組みを検討すべき
→ 課題運営上の工夫点、問題意識など（マネジメントのベストプラクティスなど）をＰＤ間で共有するため、
「ＰＤ連携会議」を開催（2015年8月18日、2016年7月22日）

●予算の執行状況について報告すべき
→ 平成26年度、平成27年度分については、行政事業レビューシートにて実績を公開

●知財管理や知財の創出面を強化すべき
→ 経済産業省（産業技術環境局基準認証政策課）によるセミナー開催（Ｈ27年7月2日）
ＵＬ規格（※）勉強会開催（H27年7月 講演、現地見学など＠伊勢）
経済産業省（産業技術環境局国際標準課）による国際標準化戦略に関する勉強会開催（Ｈ28年9月5日）。
※UL規格の概要： UL規格は、アメリカ保険業者安全試験所（Underwriters Laboratories Inc.：UL）が策定する製品安全規格

●各課題のニュースリリース等の際にＳＩＰの課題であることの明示を徹底すべき
→ ニュースリリースの際にＳＩＰのシンボルマークの使用を推奨
Ｈ２６年６件、 Ｈ２７年２３件、 Ｈ２８年１０件
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「Society 5.0」の概念

Society5.0とは、
狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会
に続く、以下のような新たな経済社会をいう。

① サイバー空間とフィジカル空間を高度に
融合させることにより、

② 地域、年齢、性別、言語等による格差なく、
多様なニーズ、潜在的なニーズにきめ細かに
対応したモノやサービスを提供することで
経済的発展と社会的課題の解決を両立し、

③ 人々が快適で活力に満ちた質の高い生活を
送ることのできる、人間中心の社会

【参考】
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「Society 5.0」 プラットフォーム構築

○総合戦略2015で定めた11システムのうち「高度道路交通システム」「エネルギー
バリューチェーンの最適化」「新たなものづくりシステム」をコアシステムとして開発。
他システムと連携協調を図り、新たな価値を創出

●規制・制度改革の推進と社会的受容の醸成
●知的財産戦略と国際標準化の推進

●能力開発・人材育成の推進

データベースデータベース

新たな
サービス

エネルギー
バリューチェーン

高度道路
交通システム

ものづくり
システム

スマート
生産システム

スマート・フード
チェーンシステム

統合型
材料開発
システム

おもてなし
システム

地域包括
ケアシステム

インフラ
維持管理システム

防災・減災
システム

地球環境情報
プラットフォーム

基盤技術
AI、ビッグデータ処理技術
サイバーセキュリティ等

●「Society 5.0」プラットフォーム構築のイメージ

３次元
地図情報エネルギー

需給情報

異業種間
データ流通促進

地球環境
情報

医療情報

ヒト・モノ・車
位置情報

映像情報

衛星観測
情報

○新たな価値・サービス創出の基となるデータベースを整備
○基盤技術（AI、ネットワーク技術、ビッグデータ解析技術等）の強化

※今回取り上げたデータベースは参考例共通的基盤機能

①基盤技術となる、AI、ビックデータ解析技術、
サイバーセキュリティ技術等の強化

②各システムの高度化に資する
データベース構築と利活用

③将来のシステム連携に備えた
通信インターフェース、
データフォーマットの検討

【参考】
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具体例：SIPとアクションプラン対象施策の連携（個別システムの高度化）

インフラ、自動走行、エネルギーなど、SIPが存在する個別システムにおいては、
SIPを先導的施策として位置付け、アクションプラン対象施策（関連省庁重点施策）を
SIPと相乗効果をもたらす施策として連携させて、課題解決と社会実装を目指す

青字は自動走行システムの例

【参考】
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重要インフラ等におけるサイバーセキュリティの確保
後藤厚宏 情報セキュリティ大学院大学

具体例：SIPと人工知能技術戦略会議の連携

出口戦略が明確なSIPと人工知能技術戦略会議（総務省、文部科学省、経済産業省）
を連携させ、成果を連続的に社会還元して「Society 5.0」実現を推進する

エネルギーキャリア
村木 茂 東京ガス

自動走行システム
葛巻清吾 トヨタ自動車

革新的燃焼技術
杉山雅則 トヨタ自動車

革新的構造材料
岸 輝雄 東京大学

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術
藤野陽三 横浜国立大学

・内燃機関の最大熱効率を50％
・持続的な産産学学連携の構築
・航空機・発電機器への適応
・マテリアルズインテグレーションの技術開発

・水素関連産業での世界市場をリード

・交通事故削減、渋滞削減、ＣＯ２排出量削減

PDのリーダーシップ 明確な出口戦略

・インフラライフサイクルコストの最小化
・インフラマネジメント産業創出

・東京オリパラの安全な開催
・電力・通信・交通等重要インフラの安定運用

■PDの強いリーダー
シップのもとで着実に
研究開発を推進

■これまでの蓄積も活
かして成果を連続的に
社会還元する

（総務省） （文部科学省） （経済産業省）

上記以外のＳＩＰ及び
ＩｍＰＡＣＴとも連携を進める

ImPACT：革新的研究開発推進プログラム
（平成25年度補正予算 550億円（基金化））

【参考】
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